
県南地域の若年労働力確保のため、企業展示説明会を共同開催

＜白河市コメント＞
自分たちの住んでいる地域の企業を

知ることで、将来の選択肢の一助とする
とともにものづくりの大切さを再認識し
てもらう場として、今後とも若年者雇用
の新規開拓・創出に努めていきたい。

＜労働局コメント＞
白河市との連携により、企業間の交流

の場に、雇用促進に向けた要素を取り入
れることで、高校生に対して、地元企業
の事業及び仕事内容の理解促進の場を提供
でき、大変有意義な取組みとなっている。

国と地方自治体の連携による雇用対策好事例

【課題･目的】

≪照会先≫ 福島労働局職業安定部職業安定課 （TEL024-529-5338）（HP http://fukushima-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/)

【福島県白河市】 【福島労働局ハローワーク白河】

【実施概要】

【役割分担】

県南地域での人材確保支援として、生徒に向けた地元企業のＰＲや製品・
商品展示等を行うことで、企業の理解促進及び就職に対する意識向上を図り、
地元での就職を促進する。
併せて、参加企業からの求人確保に繋げることを目的とする。

◆ 管内受理求人数１５０人増加
（Ｈ２５年度５５８人（H26.1月現在）、Ｈ２４年度４０８人）

◆ 県内就職内定者数１４人増加
（Ｈ２５年度２８８人、Ｈ２４年度２７４人）

【白河市】
①説明会の運営・準備（会場
手配、ブース設置等含む）
②企業への開催案内・参加
勧奨

【効果】

◆開催内容 企業間の交流の場であったイベントを拡充し、企業
から高校生へのプレゼンテーション、企業ブース
ごとの製品・資料等の見学を実施。

◆開催日 平成２４年１１月１３日（火）
◆開催場所 白河市立図書館地域交流会議室
◆参加企業 ３１社
◆参加生徒 ２６０人（高校１，２年生）
＊Ｈ２５年度は、平成２６年２月２５日・２６日開催予定であったが大雪の影響により中止
（Ｈ２６年度の早い時期に振替開催予定）

【ハローワーク】
①高校との連絡・調整
②高校経由による生徒への
参加勧奨


